
【 参 考 】

待機児童解消方針における基礎数値の比較

①定員

（人）

②就学前児童数

（人）

③保育需要率

（％）

④要保育児童数

（人）

5,042

平成28年度 平成29年度

備　考 改訂後は実績値 ②、③から算出

改訂後 4,877 5,169 5,241 5,159

平成25年度 平成26年度 平成27年度

32.0 32.0

備　考 改訂後は実績値
平成25年度の伸びが見込みを上回ったため見直した。
国の見込みや現状の就園率等を勘案して、32％で横ばいになると推測。

改訂後 29.6 31.0 31.9

30.0 30.8 31.5 32.0

5,028 4,962

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

改訂前 29.2

改訂前 4,845 4,950 4,996

16,123 15,755

備　考 改訂後は実績値
第５次総合計画の人口フレームと整合を図った。
大規模開発の見込みに変更があった。

改訂後 16,481 16,674 16,431

平成27年度 平成28年度 平成29年度

改訂前 16,591 16,500 16,221 15,961 15,505

4,270 4,500

平成25年度 平成26年度

改訂前 4,590 4,590 4,590

平成25年度 平成26年度

4,6304,6304,630

平成27年度 平成28年度 平成29年度

備　考
定員見直しにより
20減

改訂後

改訂前230増に
対し、改訂後290
増

改訂前後とも90
増

4,250 4,540
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